11月6日集会、主催者あいさつ。
このひと月ほど、パソコンからの加害予告についての、誤逮捕・誤処分が報じられています。4人の被害者のうち2人が、短い期間の内に虚偽の自白に追い込まれています。このことは自白という証拠が、いかに脆弱なものだったかを、改めて示しています。
しかも「自白」は「証拠の王様」と位置付けられているのです。つまり、わが国の捜査なるものが根源から問われているのです。そして検察側証拠に依拠することの多い刑事裁判そのものの信頼も、揺らいでおります。
これは悲しいことであります。しかし、竹内景助氏を有罪と決めつけた証拠は、事実上、七度も変転した自白の、「部分」でしかないのですから、私たちがこのような背景のもとに闘いを組むことができるという意味では、追い風であります。
本日、弁護団は2度目の三者協議に臨んでまいりました。その詳細をまだ私自身も聞いておりません。しかし、自白証拠が信用できないものであることがこれほど明白になった現在、検察官手持の各種の証拠を開示して、そこから真実を見つけ出さなければならないことは、私たちこの再審を支援するものにとっての課題であるだけではなく、信頼揺らぐ日本の司法にとっても、信頼まったく地に落ちた日本の捜査体制にとっても、生き残り、あるいは再生をかけた課題であるはずなのです。
私たち、三鷹事件再審を支援する会は、設立1年余りの若い会でありますが、これまで、三鷹事件の真実を明らかにする会のメンバーにも支えられて、幾度かの集会・研究会を重ね、また署名運動に取り組んでまいりました。本日の集会は、私たち再審を支援する会と、真実を明らかにする会との共催の形で持つことができました。
竹内景助さんの無罪獲得に向けて、二つの組織が、歩を重ねて歩んでいくことに、大きな喜びを感じるものであります。

三鷹事件再審を支援する会　世話人代表　大石　進

